






















































Examination of Difficulty Level of Exercise Using Mirror Drawing Test




























比率 実数（秒） 比率 実数（回）
Pre Post Pre Post Pre Post Pre Post
A N=187 100.0 38.3 134.03 51.27 100.0 29.6 18.90 5.59
B N=122 100.0 38.0 142.58 54.22 100.0 35.3 21.04 7.42


















所要時間 停止時間 停止割合 逸脱回数
トレーニング 1回目 60.3秒 25.4秒 42.1% 23回
トレーニング10回目 25.8秒   6.2秒 24.0%   8回
図 5　ペン先の軌道代表例　トレーニング １回目 図 6　ペン先の軌道代表例　トレーニング１0回目
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鏡映描写を用いた運動の困難度の検討
考察
　実験1では条件A、条件Bより練習効果の転移
が見られたと考えられる。これは今までに行わ
れてきた実験と同様の結果であったと言える。
また、今回は条件Cにおいてもプレテストとポ
ストテストの間に有意な差が認められた。これ
はトレーニングを行わずとも、他の被験者の実
験を観察することによっておこる観察学習の効
果が表れていると考えられる。しかしながら、
トレーニングを行った条件に比べれば差は小さ
いといえる。この実験では条件Aと条件Bのト
レーニング20回を観察することで、トレーニン
グ4、5回の効果があったといえる。
　実験2のペン先の軌道では、トレーニングを
行うごとに直線的に描けるようになっており、
ペン先の停止時間が減少している。しかしなが
ら、トレーニングを重ねてもペン先が動揺して
いる部分が何か所か見られる。それぞれの辺は
直線であるが、体の前額面に対して垂直の辺
②、⑤、⑧、⑪は安定して直線を描けているが、
その他の左右に60度傾いた辺は軌道が安定して
いない。このことから、同一試技の中でも直線
を描きやすい辺とそうでない辺がある事が考え
られる。これは、各辺は同じ直線であるが、角
度が傾くことにより、描く難易度が異なると考
えられる。しかし、現段階では、どれほどの難
易度の差があるのかは分析できていない。今後
は軌道を逸脱回数や各辺の所要時間と照らし合
わせ、詳細に分析し、投稿していきたいと考え
ている。
付記
　本研究は2018年度中京大学体育研究所の共同
研究費を得て行われた。
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